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光 源 装 置

ル ミ ナ ー エ ー ス

ＬＡ－１５０ＦＢＵ

取扱説明書

この度、ルミナーエースをお買い求め頂きまして誠にありがとうございます。

ご使用いただく前にこの説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

なお、取扱説明書は必ず大切に保管してください。

１．製品を安全にご使用頂くために

安全上の注意 ご使用上の注意

注 意
この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が

損害を負う可能性が想定される内容、および物的

損害のみが想定される内容を示しています。

注 意

・高温注意

点灯中や消灯直後の光源装置のランプやランプ付

近は高温になっておりますので、絶対に触れない
でください。（火傷の原因となります）

・引火注意

点灯中の装置やランプなどに燃え易い物を絶対に

近付けないでください。（火災の原因となります）

・感電注意

ランプの取付け、取り外しやヒューズ交換、配線

の時には必ず電源プラグをコンセントから抜いて
行ってください。（感電の原因となります）

・直視注意

点灯中のランプやライトガイドを通した光を間近
で見つめないでください。（目の痛みや視力障害
の原因となります）

・点灯中の移動、振動、衝撃禁止。（ランプ切れの

原因となります）

・指定以外のランプやソケットは使用しないでく

ださい。（故障の原因となります）

・ファンの回転状態を注意し、吸気口・排気口を塞

いだ状態でのご使用はお止めください。（故障の

原因となります）

・分解、改造禁止。（故障の原因となります）

・ランプやソケット交換時には必ず取扱説明書の

消耗部品交換方法に従って行ってください。

・ランプ点灯時や点灯中は必ずランプハウス開閉

蓋を閉じた状態でご使用してください。

・ホコリや油、鉄粉の多い場所でのご使用はランプ

の寿命を短くしたり、光源装置の故障の原因とな

りますのでお避けください。

・強磁場、強電気ノイズ発生源の近くに光源を設置

しないでください。誤動作を引き起す原因となり

ますのでお避けください。

・外部制御機能付き光源の場合、接続を誤らぬよう

に結線してください。誤った結線をすると光源

装置電源部の電子回路を破損する場合がありま

すのでご注意ください。
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２．製品の特長

本装置は画像処理機器や計測機器、自動化ラインの可視光照明の用途向けに開発した自動調光回路内蔵
の光量モニター付き光源装置です。
ハロゲンランプは点灯時間経過につれて劣化し、光量が下がりますが、ハロゲンランプの光量をモニター
ファイバーで監視し、自動調光回路で出力調整を行い、光量を一定に維持させます。
また、ランプ交換時も交換前のハロゲンランプの光量に自動補正します。

ハロゲンランプの状態を示す、次の表示機能が付いています。
◎ 緑色ＬＥＤ：ランプが安定していることをお知らせします。
◎ 黄色ＬＥＤ：ランプが劣化（ランプ交換時期）したことお知らせします。
◎ 赤色ＬＥＤ：ランプが切れたことをお知らせします。

３．付属品

①取扱説明書 ②電源コード ③リモート用プラグ
(AC100V 仕様 ｱﾒﾘｶ/日本仕様付属）

(AC200V 仕様 ﾖ-ﾛｯﾊﾟ仕様付属）

４．各部の名称
４－１ 各部の名称
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４－２ 各部の説明

①電源スイッチ ⑦吸気口
・本装置の電源を入切させるスイッチです。 ・本装置内に外気を吸い込むための吸気口です。

②ＬＡＭＰモニター ⑧排気口
・ＬＡＭＰモニターは光源装置に内蔵されて ・装置内で発生した熱をファンで排気する排気口です。
いるハロゲンランプの状態を表示します。

◎緑色ＬＥＤ：ランプ安定表示。 ⑨「ＭＡＮＵＡＬ／ＲＥＭＯＴＥ」切換スイッチです。
◎黄色ＬＥＤ：ランプ劣化表示。 ・「ＭＡＮＵＡＬ」側：光量調節ダイヤルによる制御。
◎赤色ＬＥＤ：ランプ切れ表示。 ・「ＲＥＭＯＴＥ」側：外部制御による光量調節。

③光量調節ダイヤル ⑩リモート用レセプタクル
・「ＭＡＮＵＡＬ」でランプの明るさを調節 ・外部コントロール機能を使用する場合に接続します。
する場合に使用します。時計回転方向に回す
と明るくなります。

⑪ヒューズホルダー
④ライトガイド差込口 ・ＡＣ入力ヒューズ用です。

・本装置に内蔵されているランプの光をライト
ガイドに導くための差込口です。

⑫ＡＣインレット
⑤モニターファイバー差込口 ・付属電源コード用です。

・光量をフィードバックするための小径の
ファイバー差込口です。

⑥ランプハウス開閉蓋
・ランプ交換時にはこの開閉蓋の蓋止金具を

解除し、交換します。

5．設置方法

・本装置の吸気口／排気口は遮断せず、十分通気スペースを確保してください。

注 意

本装置を密閉した場所に設置したり、吸気口／排気口の通気スペースが確保できませんと
誤動作や故障の原因となりますのでご注意ください。

＊上部は解放して下さい
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6．使用方法

注 意

・⑪リモート用レセプタクルを接続する場合や⑩｢ＭＡＮＵＡＬ／ＲＥＭＯＴＥ｣切換スイ
ッチ、⑧出力電圧切換スイッチを操作するときは本装置内電源回路保護の為、必ず
①電源スイッチを『OFF』にしてから行って下さい。

１）使用ランプは、１５０Ｗ（指定ランプ）を使用してください。

２）光源装置の④ライトガイド差込口にライトガイドを差込んで止めネジで締めてください。
※必ず、指定の専用モニターファイバー付ライトガイドを使用してください。

３）光源装置の⑤モニターファイバー差込口にライトガイドのモニターファイバーを差込んで止めネジで
締めてください。
※モニターファイバーを取り付け忘れた場合は光量フィードバック制御不能となります。
②ＬＡＭＰモニターの黄色ＬＥＤ（劣化表示）が点灯します。

４）光量調節方法に応じて、⑨「ＭＡＮＵＡＬ／ＲＥＭＯＴＥ」切換スイッチを切換えてください。
・「ＭＡＮＵＡＬ」：光量調節マニュアル（手動光量調節）
・「ＲＥＭＯＴＥ」：光量調節リモート （外部制御）
「ＲＥＭＯＴＥ」で使用の場合は付属のリモート用コネクタープラグにそれぞれ外部制御系を配線し、
⑩リモート用レセプタクルに接続してください。（「７．外部制御」参照）

５）「ＭＡＮＵＡＬ／ＲＥＭＯＴＥ」とも光量調節を最小にしてください。

６）本装置の⑫ＡＣインレットへは付属の電源コードを通じＡＣ１００Ｖ／２００Ｖラインに接続し、
①電源スイッチを「ＯＮ」にして、正常な状態を確認してください。

ａ）②ＬＡＭＰモニターの安定（緑色ＬＥＤ）が数秒後に点灯します。
劣化（黄色ＬＥＤ）や球切れ（赤色ＬＥＤ）が点灯した場合は、「１３．こんなときは」をお読み
ください。

ｂ）⑧排気口内の冷却ファンが回転していることを確認してください。

７）ランプが点灯したら、希望の明るさにしてください。

＜光量調節マニュアル時＞

③光量調節ダイヤルをゆっくり回してください。
（時計回転方向に回すと明るくなります。）

＜光量調節リモート時＞

光量調節リモート制御電圧入力端子に希望の明るさになる電圧を印加してください。
（リモート制御電圧はＤＣ０Ｖ～＋５Ｖの範囲で印加してください。）

８）消灯する時は、①電源スイッチを「ＯＦＦ」にしてください。
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7．外部制御

7 －１ 外部制御機能
リモート用レセプタクル接続仕様

端 子 番 I/O区分 機 能 内部動作状態 外部接続仕様

号

1 I ランプ ON/OFF信号入力 (HOT) 12V プルアップ ランプOFF時アクティブL用(許容電流1.5mA以上必要)接続

8 ランプ ON/OFF信号入力 (COLD) 常時 2次制御系GNDレベル

2 I 光量リモート制御電圧入力端子 (HOT) 印加制御用電圧 DC 0-5V 外部制御用電流は低インピーダンス出力で供給電圧5V以下、

9 光量リモート制御電圧入力端子 (COLD) 常時 2次制御系GNDレベル 供給電流10mA以上で、接続時ノイズ・リップルの無いこと※１

3 O ランプ切れ信号出力端子 (オープンコレクタ) フォトカプラー出力 推奨DC7mA以下 2V以上で動作する回路等を制御可※２

10 ランプ切れ信号出力端子 (オープンエミッタ)

4 O ランプ劣化信号出力端子 (オープンコレクタ) フォトカプラー出力 推奨DC7mA以下 2V以上で動作する回路等を制御可※２

11 ランプ劣化信号出力端子 (オープンエミッタ)

5 N.C 空き端子

12～

7 ～

14

※ 1 接続ケーブルは外来ノイズの影響を防ぐよう、シールド線をご使用になり、出来るだけ短くしてください。（推奨 2m 以内）

※ 2 ランプ用電圧が 2.5V 以下ではランプ切れ信号は出力しませんが異常ではありません。

7 －２ 接続レセプタクル 7 －３ 制御電圧に対する出力電圧の関係グラフ

リモ－ト用レセプタクル
・レセプタクル型式 ５７－４０１４０
・適合プ ラ グ型式 ５７－３０１４０

（ＤＤＫ Ｌｔｄ．）

１－８：ハロゲンランプＯＮ／ＯＦＦ
２－９：光量リモ－ト制御電圧入力

（ＤＣ０Ｖ～＋５Ｖ ＭＡＸ）
３：ランプ切れ信号出力（ｵ-ﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ-）
４：ランプ劣化信号出力（ｵ-ﾌﾟﾝｺﾚｸﾀ-）

１０：ランプ切れ信号出力（ｵ-ﾌﾟﾝｴﾐｯﾀ-）
１１：ランプ劣化信号出力（ｵ-ﾌﾟﾝｴﾐｯﾀ-）

7 －４ 外部制御系の接続図

光量(明るさ)と照度設定ダイヤルの関係
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8．消耗部品交換方法

《お客様へのお願い》
指定以外のランプ及びランプソケットへの交換は故障の原因になります。
必ず「消耗部品」項指定の物をご使用下さい。

８－１ ランプ交換方法

① 本装置上面の開閉蓋に付いてい ② ランプホルダーのランプ取出レ ③ ランプソケットからランプ
る蓋止金具を解除し、開閉蓋を バーを操作して、ランプを押し を抜いてください。
全開にしてください。 上げてください。

次に手の指でランプの反射 鏡を
蓋止金具 摘みランプホルダーから引き抜

いてください。

【点検】ランプ交換時にはランプソ
ケットの損傷を確認してください。

ランプハウス開閉扉 特に長期間使用したソケットはラ
ンプの熱や環境により電極の酸化

【 注意】開閉蓋を開ける場合は必 【 注意】消灯直後はランプの反 や腐食が発生します。
ず電源プラグをコンセントから抜い 射鏡やランプソケットが熱くな その為、ランプ寿命を短くする原
て行ってください。感電の原因にな っていますので冷めてから取り 因となりますので年１回以上の交
ります。 出してください。火傷の原因に 換をお願い致します。

なります。

④ ランプの端子にランプソケット ⑤ 新しいランプの反射鏡凸部をラ ⑥ 開閉蓋をゆっくりと閉めて蓋止
の差込み口を正確に合わせ、ゆ ンプホルダーの凹部にはまるよ 金具で確実に固定して くだ
っくりと差込んでください。 うにしてランプをランプホルダーに さい。

押し込んでください。
蓋止金具

【 注意】指定のランプを使用
し、綺麗な手袋などで取り扱 ランプハウス開閉扉
いください。特にランプ球を
指紋などで汚しますとランプ 【 注意】ランプ交換作業終了時に
寿命を著しく短くしたり、破 は開閉蓋を確実に閉めた状態で電源
裂する原因になりますので、 を投入してください。
ご注意ください。万一触れた
場合はアルコールなどで拭き
取ってください。

凹部 反射鏡凸部

ランプ取出レバ－

端子部

ランプホルダ－

ランプソケット

端子部

ランプホルダ－

ランプソケット

凹部 反射鏡凸部

ランプ取出レバ－
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８－２ ランプソケット交換方法

① 本装置上面の開閉蓋に付いてい ② 開口部より 端子板のネジを緩め ③ ランプホルダーのランプ取
る蓋止金具を解除し、開閉蓋を全 てネジを外し、端子板から端子 出レバーを操作して、ラン
開にして行ってください。 を外して下さい。 プを押し上げてください。

次に手の指でランプの反射
鏡を摘みランプホルダーか
ら引き抜いてください。
ランプソケットからランプ
を抜いてください。

【 注意】開閉蓋を開ける場合は
必ず源プラグをコンセントから抜
いて行ってください。感電の原因
になります。

・消灯直後はランプの反射鏡やラン
プソケットが熱くなっていますの
で冷めてから取り出してください
火傷の原因になります。

④ 端子板にランプソケットの ⑤ ランプをランプホルダーに ⑥ 開閉蓋をゆっくりと閉め
端子をネジ止めします。 押し込んでください。 て蓋止金具で確実に固定

ランプの端子にランプソケ してください。
ットの差込み口を正確に合
わせ、ゆっくりと差込んで
ください。

【 注意】 【 注意】ランプソケット交換
ネジ締め時、確実に締め込ん 作業終了時には開閉
で下さい。 蓋を確実に閉めた状
締め込みが緩い場合 故障の原 態で電源を投入して
因になります。 ください。
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９．仕 様 （仕様、形状は製品改良のため予告なく変更することがあります。）

型 式 ＬＡ－１５０ＦＢＵ
入 力 電 圧 ＡＣ１００Ｖ～ＡＣ１２０Ｖ

【※１】 ＡＣ２００Ｖ～ＡＣ２４０Ｖ
入 力 周 波 数 ５０／６０Ｈｚ
消 費 電 力 １９０Ｗ （１５０Ｗランプ最大定格負荷時）
適合ランプ型式 ＪＣＲ１５Ｖ１５０Ｗ５Ｈ／５

色温度：３１００Ｋ 【※２】平均寿命： １０００Ｈ
点 灯 方 式 直流点灯方式
光 量 安 定 度 フィ－ドバック精度【※３】：±１％（緑色ＬＥＤ点灯中）
光 量 調 節 出力電圧可変方式
「ＭＡＮＵＡＬ」 可変電圧範囲：ＤＣ５Ｖ～ＤＣ１４．５Ｖ

光量可変範囲：３％～１００％
最大照度 【※４】５０万Ｌｕｘ

保 護 機 能 過電流保護回路：垂 下 形（自動復帰方式）
過熱保護回路：出力遮断形（電源再投入により復帰）

冷却後に電源を再投入することにより復帰しますが、必ず
過熱の原因を排除してから電源を入れてください。

冷 却 方 法 強制ファン冷却
光学フィルタ－ コ－ルドフィルタ－・防熱フィルタ－内蔵
使 用 環 境 ０℃～＋４０℃／２０％～８０％ＲＨ ／屋内使用／高度 2000m 以下
使 用 ヒ ュ ー ズ ＡＣ２５０Ｖ Ｔ４Ａ ガラス管ヒューズ（φ 5.2 × 20 ㎜）
機 能 ①ランプＯＮ／ＯＦＦ機能
（ 標 準 装 備 ） ②光量調節リモート機能（制御電圧 DC ０～＋５ V MAX）

③ランプ安定検出機能（緑色ＬＥＤ表示）
④ランプ劣化検出機能（黄色ＬＥＤ表示）

ランプ劣化時に劣化信号出力
⑤ランプ切れ検出機能（赤色ＬＥＤ表示）

ランプ切れ、ランプ未装着時にランプ切れ信号出力
外形寸法【※５】 Ｗ１２０×Ｈ１８０×Ｄ２１２（ｍｍ）
重 量 ３．４ｇ

※１ 入 力 電 圧：ＡＣ２００Ｖ仕様はメーカー出荷時調整となります。
※２ 平 均 寿 命：ランプ寿命（ランプ切れ）は本装置で使用された場合の目安であり、保証値ではあ

りません。
※３ 光量 安 定 度：フィードバック精度は本装置本体の精度であり、ライトガイドやランプのバラツキ

により誤差が大きくなる場合もあります。
※４ 最 大 照 度：照度はファイバー径５mm、長さ500mmで投光端より15mmの位置での測定値です。
※５ 外 形 寸 法：突起部を除く寸法値です。

１０．外形寸法図
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球切れ 劣化 安定

照度設定

ご使用上の注意

ＰＲＥＣ ＡＵＴＩＯＮＳ ＦＯＲ ＵＳＥ

・点灯中の移動・振動 ・衝撃禁止

・指定以外のランプやソケットは使用しない で下さい。

・ファンの回転状態を注意し、吸気口・排気口 を塞い だ状態 での ご使用はお止め下さい。

・分解 ・改造禁止。

・ランプやソケ ット交換時には、必ず取扱説明書のランプ交換方法に従って行って下さい。

・ランプ点灯時や点灯中は、必ずランプハウ ス開閉蓋を閉じた状態 で使用して下さい。

・ホコリや油、鉄分の多い場所での ご使用は、ランプ寿命を短くしたり、光源装置の故障

の原因に なりますの でお避け下さい。

・強磁場、強電気ノイズ発生源の近くに光源を設置しない で下さい。誤作動を引き起こす

原因となりますの でお避け下さい。

・外部制御機能付 き光源装置の場合、接続を誤らない ように結線して下さい。誤った配線 を

す ると光源装置電源部の電源回路を破損す る場合が有りますの で、ご注意下さい。

・Ｕｓｅ ｏｎｌｙ ｔｈｅ ｓｐｅｃｉｆｉｅｄ ｐａｒｔｓ．

・Ｄｏ ｎｏｔ ｍｏｖｅ，ｖｉｂｒａｔｅ，ｏｒ ｓｈｏｃｋ ｔｈｅ ｕｎｉｔ ｗｈｉｌｅ

ｉｔ ｉｓ ｉｌｌｕｍｉｎａｔｅｄ．

・Ｐａｙ ａｔｔｅｎｔｉｏｎ ｔｏ ｈｏｗ ｔｈｅ ｆａｎ ｉｓ ｒｕｎｎｉｎｇ．

Ｓｅｅ ｔｏ ｉｔ ｔｈａｔ ｔｈｅ ａｉｒ ｉｎｌｅｔ ａｎｄ ｏｕｔｌｅｔ
ｐｏｒｔｓ ｗｉｌｌ ｎｏｔ ｂｅ ｂｌｏｃｋｅｄ．

・Ｄｏ ｎｏｔ ｄｉｓａｓｓｅｍｂｌｅ ｏｒ ｒｅｍｏｄｅｌ ｔｈｅ ｕｎｉｔ．

・Ｗｈｅｎ ｒｅｐｌａｃｉｎｇ ｔｈｅ ｌａｍｐ，ｂｅ ｓｕｒｅ ｔｏ ｆｏｌｌｏｗ
ｔｈｅ ｌａｍｐ ｒｅｐｌａｃｅｍｅｎｔ ｍｅｔｈｏｄ ｄｅｓｃｒｉｂｅｄ ｉｎ
ｔｈｅ ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ ｍａｎｕａｌ．

・Ｗｈｅｎ ｔｕｒｎｉｎｇ ｏｎ ｔｈｅ ｌａｍｐ ｏｒ ｗｈｉｌｅ ｉｔ ｉｓ

ｂｅｉｎｇ ｉｌｌｕｍｉｎａｔｅｄ，ｂｅ ｓｕｒｅ ｔｏ ｃｌｏｓｅ ｔｈｅ ｌａｍｐ
ｈｏｕｓｅ ｏｐｅｎｉｎｇ／ｃｌｏｓｉｎｇ ｃｏｖｅｒ．

・Ｄｏ ｎｏｔ ｕｓｅ ｔｈｅ ｕｎｉｔ ｉｎ ａ ｐｌａｃｅ ｅｘｐｏｓｅｄ ｔｏ

ｄｕｓｔ，ｏｉｌ，ｏｒ ｉｒｏｎ ｐｏｗｄｅｒ，ｂｅｃａｕｓｅ ｓｕｃｈ ａｎ
ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ ｃｏｕｌｄ ｓｈｏｒｔｅｎ ｔｈｅ ｌｉｆｅ ｏｆ ｔｈｅ
ｌａｍｐ ｏｒ ｌｅａｄ ｔｏ ａ ｔｒｏｕｂｌｅ ｏｆ ｔｈｅ ｕｎｉｔ．
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１１．ライトガイド

１１－１ ご使用上の注意
１）ライトガイドは、本装置の専用モニターファイバー付ライトガイドを使用してください。
２）ライトガイドは細いガラス製のファイバ－の束です。強く引っ張ったり、許容範囲以上に曲げる

とファイバ－が断線しますのでご注意下さい。
３）汚れのひどい時はアルコ－ル類を使用し、素早く拭き取って下さい。

※シンナ－、ベンジン、アセトンなどの溶剤は絶対に使用しないで下さい。
製品を溶かす恐れがありますので、ご注意下さい。

１２．消耗部品

・ハロゲンランプ、ランプソケット、（スペアパ－ッ）として、在庫しております。
消耗部品を入手される際は、お買い求めの販売代理店、または弊社へお問い合わせ下さい。

○ハロゲンランプ：・JCR15V150W5H/5 （指定品）
○ランプソケット：・HS-310-100-S（交換の目安：3000 時間）

１３．こんなときには （修理に出す前に、もう一度確認してください）

現 象 確 認 処 置

・電源を入れても動作しな ・電源プラグがコンセントから外れてい ・電源プラグをコンセントに差し込んでください。
い。 ませんか？ ・ヒューズを交換して下さい。
（ランプ不点灯、ファン ・ヒューズが切れていませんか？ ・高温となる原因を取り除き、本体が冷めてから電源
回転しない） ・過熱保護回路が作動していませんか？ スイッチを再投入してください。

・電源を入れてもランプ ・ランプは切れていませんか？ ・ランプを交換してください。
点灯せず、赤色ＬＥＤが ・ランプソケットにランプが差し込んで ・ランプをランプソケット差し込んでください。
点灯する。 おりますか？

・ランプソケットは消耗していませんか？ ・ランプソケットを交換してください。

・光量調節ツマミを回して ・「MANUAL ／ REMORTE」切換スイッ ・切換えを「MANUAL」にしてください。
も調光しない。 チの切換えは間違っていませんか？

・黄色ＬＥＤが点灯する。 ・ランプが劣化していませんか？ ・ランプを交換して下さい。
（時々黄色ＬＥＤが点灯 ・ランプは指定品ですか？ ・指定のランプに交換して下さい。

する。） ・専用モニタ－ファイバ－付ライト ・専用モニタ－ファイバ－付ライトガイドを
ガイドを使用していますか？ 使用して下さい。

緑色 LED が頻繁に点滅 ・ランプが劣化していませんか？ ・ランプを交換して下さい。
を繰り返す状態が継続し
ている。

・リモート光量調節機能が ・「MANUAL ／ REMORTE」切換スイッ ・切換えを「REMOTE」にしてください。
動作しない。 チの切換えは間違っていませんか？ ・お客様ご用意の光量リモート制御電圧源（0 － 5V）

・光量リモート制御電圧は印加されてま を接続してください。
すか？ ・お客様ご用意の光量リモート制御電圧源及び接続

・光量リモート制御電圧端子にノイズ・リ ケーブルにノイズ・リップル対策をしてください。
ップルが乗っていませんか？ ・お客様ご用意の光量リモート制御電圧源の供給電

・光量リモート制御電圧源の供給電流は 流を「外部制御」項記載どおりにしてください。
充分ありますか？
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保証とアフターサービス

・本製品の保証期間は購入日より１年です。

保証期間中に正常なご使用状態で故障が発生したときは無償修理致します。但し、保証期間内でも

次のような場合には有償修理となります。
Ⅰ．使用上の誤り、または改造や不当な修理による故障または損傷。

Ⅱ．お買上げ後の取り付け場所の移動、落下、輸送などによる故障または損傷。

Ⅲ．火災、地震、水害、落雷、その他天災地変ならびに、公害や異常電圧その他の外部要因による故障または損傷。

Ⅳ．保証書の提示がない場合。（次頁の保証書をご使用ください）

Ⅴ．消耗部品（ハロゲンランプ、ランプソケットなど）の交換。

※尚、保証に関しては日本国内使用のみ適用され、海外でのトラブルについてはお買い求めの販売代理店
または弊社へお問い合わせください。

◎修理を依頼される場合、次のことをお知らせください。
・機種名・製造番号（製造番号シールに記載）・購入日・御社名（ご担当）
・連絡先（ご住所、電話／ＦＡＸ番号Ｅ－ mail）
・故障状態：詳しくお知らせください。

ハヤシレピック株式会社
東京営業所 ／東京都豊島区北大塚 1 丁目 28 番 3 号

TEL 03-3918-5623 FAX 03-3918-5683
仙台営業所 ／宮城県仙台市青葉区上杉 2 丁目 8 番 8 号シルバン上杉Ⅱビル 1F

TEL 022-221-0471 FAX 022-221-0472
大阪営業所 ／大阪府吹田市広芝町 9 番 12 号第 11 マイタビル 401

TEL 06- 6369-5023 FAX 06- 6369-5022
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